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1．背景と研究目的 

セラミックスの固体電解質を用いる全固体リチウム二次電池が、次世代二次電池として期待されてい

る。全固体二次電池の課題の一つは出入力密度の向上であり、その抵抗因子の一つが電極／固体電解質

の界面抵抗である。この界面抵抗の一つとして、電極と固体電解質との相互拡散層の形成があげられる。 
本研究では、SiO2表面に Ti/Ptをスパッタ成膜した基板上に PLD（Pulse Laser Deposition）法を用

いて 5V級正極活物質である LiNi0.5Mn1.5O4（LNM）を蒸着し、この上に新規に開発した低融点固体電
解質（LT-SE）を被覆して加熱処理を行い、その前後での結晶構造変化を薄膜 X線回折法を用いて調べ
ることを目的とした。 
 
2．実験内容 

測定には BL8S1の薄膜 X線回折装置（エネルギー9.16 keV固定のリガク製 SmartLab、検出器には
シンチレーションカウンタを使用）を用い、入射角 0.5°において 0.02°のステップスキャンで計測し
た。また、X線回折の波長校正には Siの 004回折ピークを用いた。 
試料は SiO2基板上に Ti/Pt膜を形成し、その上に PLD法を用いて LNMを作製して、その XRDパ
ターンを測定した。この上に、開発した二種類の低融点固体電解質（LT-SE1、LT-SE2）を被覆して所
定の温度で焼成した試料の評価も行った。 

 

3．結果および考察 

Fig.1に SiO2/Ti/Pt基板上に作製した LNM薄膜、及びこの上に LT-SE1、LT-SE2を被覆して焼成し

た試料の X線回折スペクトルを示す。LT-SEのみを焼成した試料からの回折ピークは認められず、アモ

ルファス膜であることを確認した。また、LT-SEを被覆した LNM薄膜からの回折ピークは LT-SEの

被覆の有無にかかわらず、ピークシフトなどは検出されなかった。LNMを他の固体電解質と共に複合

して焼成を行うと明確なピー

クシフトが生じて反応相が形

成されるが 1)、LT-SEは LNM

と焼成を行っても反応相を形

成しにくいと考えられる。即ち、

LT-SEは一体焼成を行って複

合電極を構築するのに有用な

材料の候補だと考えられる。 
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Fig.1 SiO2/Ti/Pt基板上に作製した LNM薄膜（黒）、LT-SE1
被覆 LNM薄膜（赤）、LT-SE2被覆 LNM薄膜（青）の XRD
パターン． 


